
資料２ 

福祉総合相談窓口（包括的相談支援事業）の実績 
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福祉総合相談（月別）集計

面接 電話 訪問 訪問不在

自己の精神・身体症状

によるもの49%ひきこもりに関す

ること27%

仕事に関する

こと14%

家族、知り合いの精神・

身体症状によるもの7%

人間関係によるもの2% ケースについて1%

令和６年度相談内容内訳 ・令和７年度（10 月末時点）の相談件数

は 121件で、前年度同期（令和６年度 10

月末時点 115件）と比べて６件増加した。 

 

・月別の比較では、８月以降、各月の相談

件数が前年度を上回っている。 

 

・令和６年度の相談内容を見ると、「ひき 

こもりに関すること」が全体の 27％を占

めており、延べ相談件数の割合が二番目

に多い相談項目となっている。 

 

・相談件数の増加傾向と「ひきこもりに関

すること」の高い割合を踏まえ、今後もこ

の傾向が続くか注視する必要がある。 

令和６年度相談件数 192 件 

令和７年度相談件数 121 件(令和 7年 10月末現在) 


